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論 文 内 容 の 要 旨
対 象 種々なる患者, 多くのアミノ酸に関して 10- 15名
実験条件 安静時, ジギグl) ス投与後, 運動負荷後
測定方法 原則的には Stein,M oofe の方法による｡







動静脈問の差は, アミノ酸の種類により, また個体により千差万別である｡ 約半数のアミノ酸では,′こr
の差はいずれの個体でも測定誤差以内であるが, 残りの約半数のアミノ酸では, 個体により測定誤差以上
の増加, 減少を示す｡ 統計的方法により一定の増加または減少を示すアミノ酸はグルタミン酸のみで, 演






1) グルタミン酸の減少することは, 次の点より, 興味深い｡
a) グルタミン酸は, T . C . A .サイクルと特殊の関係にある｡
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b) 心臓は, aerobic organ である｡
この点より実験データ, 臨床データ文献を比較考按した｡
2) 減少量が酸化によるものと仮定した場合, 心臓の 0 2 消費量の約 3 % を占める｡
3) 減少量は, ジギタリス投与により著明でなくなる｡ 一方, 減少量の著 しい個体は Q . T . 時間が長
く, 減少量の少ない個体では, Q . T .時間は短かい｡ ジギタリス, Q .T . の性質より考えて, グルタミン
酸の減少は, アミノ酸代謝, 心電図の解釈より面白い問題である｡
4) アミノ基転位反応に関しても, ニンヒド1) ン陽性物質が系統的に分析できる点より, ある程度の推
測が行なわれ得る｡




実験方法 :対象は患者, 実験条件は安静, ジギグ1) ス投与, 運動負荷の三種類 ;採血方法は心臓カシー
ター法 ;測定は原則的に Stein-m oore 法 ;
結果 :1) 安静時の動脈血中のアミノ酸濃度 :個人差によるバラツキあり, 測定誤差以上｡ 肝疾患では
テロジy , ロイシンが高濃度, 他の疾患では特定の関係は見出しえず｡
2) 動静脈問のアミノ酸濃度 :アミノ酸の種類, 実験条件, 個人差により種々であるが大部分は測定誤
差以下, 一部は測実誤差以上で, 増加または減少を示す｡ 統計的に有意の差のあるものはグルタミン酸の
み｡ ジギグ1) ス投与により, グJI,タミy 酸は顕著でなくなるO 運動負荷の効果は判然としない.
考案 :グルタミン酸の変化とアラニン, アスパラギン酸, Q .T .時間他の臨床デ- グーとの比較検討を
行なった｡
したがって, 本論文は学術上および臨床医学上にも有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるも
のと認定する｡
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